
武庫川守レポート No117（2023.08.21）             武庫川づくりと流域連携を進める会 

武庫川で始めて観察したカワラナデシコ 7 月 12 日 ジャコウアゲハの卵 

渇水時の 3 号床止め ８月１１日 7 号台風直後の３号床止め ８月１６日 

渇水時の５号床止め ８月１１日 新南武橋大阪方向一車線供用開始 

武庫川流域に７月１４日以来降雨なく、甲武橋水位は 0.5ｍまで下がり断流状態と言っても差し支えない状態になった、幾つ

もの落差工が作られる以前なら河床から流れが消えていたことだろう。六樋水利組合員の古老から聞いた千苅ガム建設反対運動

をやっていた時代なら水争いが勃発していたことだろう。阪神間の主要水源を淀川に求めるようになった事と水融通のお蔭で断

水にならずに済んでいるのではないか。河川改修工事も終盤を迎え、南武橋右岸のお地蔵さんも立ち退きを迫られ心苦しそう。

そんなことにはお構いなく南武橋架け替え、付け道路変更工事が進み信号機移動、大阪方向への一車線の供用が開始された。も

うすぐ全面供用、仮設橋撤去･旧南武橋撤去へと進み風景が一変してしまい昔を忍ぶものがなくなるのも少し寂しい気がする。

８月１５日の７号は台風武庫川流域に１００～２００㎜降雨で、比較的雨量が少なかったことに加え河川改修効果もあって、何

もなかったように見えても細かく見ていくと局所的短時間豪雨や強風で倒木も見られた。生きものは夫々の逞しく生きている。 

←  橋脚一スパン分拡幅  → 


